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医療受給者証をお持ちの人へ 老人医療 障がい者医療
ひとり親家庭医療 子ども医療

子ども医療の通院医療費助成が中学校卒業年度末までに拡充！
平 成 30 年
4 月１日から 福祉医療費助成制度 が変わります
　福祉医療費助成制度は、障がいのある人やひとり親家庭などの人を対象に、医療費の自己負担の一部を助成す
る制度です。助成を必要とする人が安心して医療を受けられるよう制度の見直しを行い、平成 30 年 4 月 1 日か
ら対象者や対象医療、一部自己負担額を変更します。

平成 30 年 4 月 1 日からの変更点（太字）

区分 対象者 対象医療
一部自己負担額

障がい者
医療（※１）

老人医療
（※１）

ひとり親
家庭医療
（※１）

子ども
医療

・精神障害者保健福祉手帳 1級所持者（新規）
・ 指定難病（特定疾患）受給者証所持者で障害年
金（または特別児童扶養手当）1級該当者（新規）
・身体障害者手帳１・２級所持者
・重度の知的障がい者
・中度の知的障がい者で身体障害者手帳所持者
障がい者医療、ひとり親家庭医療と整理・統合し、
重度以外の精神障がい者・難病患者と結核患者
は助成対象外となります。
ただし、平成 30 年 3 月 31 日時点での老人医療
対象者については、経過措置として平成 33 年 3
月 31 日まで引き続き助成対象となります。
・ ひとり親家庭の 18 歳に達した日以後最初の 3
月 31 日までの子
（ 裁判所からDV保護命令が出されたDV被害者
を含む）
・上記の子を監護する父または母
・上記の子を養育する養育者

15 歳に達した日以後最初の 3月 31 日までの子
（通院・入院）

医療保険が適用さ
れる医療

訪問看護ステー
ションが行う訪問
看護〔医療保険分〕
への対象拡充
精神病床への入院
は助成対象外

ただし、平成 30 年
3 月 31 日時点での
福祉医療費助成制度
対象者（法別番号
90 の助成対象者を
除く。）については、
経過措置として平成
33 年 3 月 31 日まで
引き続き助成対象と
なります。

1医療機関・
訪問看護ス
テーション
あたり
入院・通院
1日 500 円
以内

１日あたり
の負担額

１つの医療機関等あたり
の月額上限（月２日程度）

院外調剤へ
の自己負担

複数の医療機関等
を受診した場合の
月額上限額（※2）

な　し
1 つの医療機関・
調剤薬局などの
窓口での 1 か月
の支払額が
3,000 円までと
なる場合があり

ます。

あ　り

1 調剤薬局
あたり

1日 500 円
以内

な　し

3,000 円

2,500 円

ここがポイント
対象者
Q どう変わるの？
A 障がい者医療、ひとり親家庭医療、
子ども医療の対象者が拡充されま
す。平成 30 年３月 31 日時点で老人
医療対象の人のうち、障がい者医療、
ひとり親家庭医療の対象とならない
人は、平成 30 年 4 月 1 日以降は助
成対象外となりますが、経過措置と
して平成 33 年 3 月 31 日まで引き続
き助成対象となります。

対象医療
Q 訪問看護ってなに？
A 訪問看護とは、看護師などが生活の場
へ訪問し、療養生活を支援するサービス
です。現在、訪問看護ステーションから
の訪問看護は重度障がい者訪問看護利用
料助成制度で助成が受けられますが、平
成 30 年 4 月 1 日から、福祉医療費助成
制度に統合し、福祉医療の対象であるす
べての方が、派遣元を問わず、訪問看護
（医療保険分）の助成を受けられるよう
になります。

一部自己負担額
Q 窓口での支払はいくら増えるの？
A ひとり親家庭医療、子ども医療対
象者は、一部自己負担額に変更はあ
りません。障がい者医療、老人医療
経過措置対象者は、1 つの医療機関
等あたりの月額上限がなくなり、院
外調剤への自己負担をお願いするこ
とになります。１日あたり、１か月
あたりの窓口での支払い額が増える
場合がありますが、１か月あたりの
上限額は 3,000 円です（※２）。

※1　所得による制限があります。

障がい者医療入院時食事療養費
Q どう変わるの？
A 本市独自に行ってきた入院
時の食事代（入院時食事療養
費標準負担額）の助成につい
ては、平成 30 年 3 月末をもっ
て廃止となります。ただし、
平成 30 年 3 月末日時点で障が
い者医療の受給資格をお持ち
の人は、平成 30 年 10 月末ま
での経過措置があります。11
月 1 日以降の入院分から食事
療養費を自己負担していただ
くこととなります。なお、子
ども医療およびひとり親家庭
医療においては、入院時の食
事代の助成を継続します。

※2    月額上限額を超えた場合は、担当課の窓口で手続きを行うことで超過額をお返し（償還）します。

問合　障がい者医療…障がい福祉課（市役所 1階 9番窓口）　老人医療…高齢介護課（同 8番窓
口）　ひとり親家庭医療・子ども医療…こども未来課（同 3番窓口）

福祉医療費助成制度の変更に伴う、医療証の更新手続きなどは詳細が決定しだい広報などでお知らせします。
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